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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
アンモニヤ水の肥料的蟹値（第2報）

致授　小　柴　簡　博
Ya1ue　of　Aqueous　Am㎜o皿互a鍋泓Fer缶i11必er　（Nα2）

　　　　Pro胎ssor　of　AgricuItu蝸1Che㎜三s虹y

　　　　　　　　　　N．KOSIBA

　　　　　　　　　　　　　　　　I繕　　　　言

　第1報に於てアンモニヤ水の揮散による損失量及び硫安との比較肥効を検討し、アンモ，ニヤ

水は肥料として利用の可能性あることを報告したが、今回これを基礎としてアンそニャ水の水

稻に対する施用時期及び適量を試験したので報告する。

　本試験は昭和25年益田に於て、26年松江に於て行われたので比較検討するのに不便な点もあ

るがその緒果より、大体の傾向を察知することが出来ると信する。

　　　　　　　　　　　　　　　皿試　　　　験

試験は分施、適量の両試験に就て弐の如き方法で行つた。

（且）分施試験

分施試験は植木鉢試験及び圃場試験を行つた。

　け）植木鉢試験

　本校（盆甲）研究圃場の水田土壌を5万分の1ワグナーポツト1鉢当り3．㎏宛用へ第1

表の如き設計により水稻に対するアンモ昌ヤ水分施試験をした。（昭和25年）

　　　　　第1表　　植木鉢試験施肥設計

贈　料　　名 施肥量 基　　肥 第1回遣肥 第2回遣肥
（1鉢当吻Ng） （同左） （同左） （同左）

A 無　‘肥　　料 一 ・・ ・ 一

B アン毛ニヤ水 O．8 0．8
， ｝

C 〃 〃 O．6 O．2 ・・

D 〃 〃 O．4 O．2 0．2

E 〃 O．6 0．6
一 ｝

F 〃 〃 O．4 0．2
，

（壬 〃 〃 0．2 0．2 O．2

※　島根縣立農林専門学陵土壌肥料研究室業績　　第2号
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〔備考〕

（1）アンモ昌ヤ水は2・5％のものを岬いた・

　（2〕使用土壌はPH6．2，N0．2％を含む埴壌土であつた。

（3）1区は3植木鉢よリなる。

（4）水稻品種は農林23号。

　（5）植付は3本植で6月19目、牧穫は10月9目。

（6）共通肥料として無肥料区を除くすべての植木鉢に過燐酸石族1g爾硫酸加里0．6g宛施した・遣肥は

　　第1回7月20日喝第2国8月10日施用。

以上の結果は第2表の如くである。

　　　　　第2表　　植木鉢試験調査成績
＼

＼ 第工回牛育調査 第2回生育調査 牧　　量　　調　　査　　（1鉢等り）

＼
区名＼

草　　丈 茎　　数 草　　丈 茎　　数 程　長　茎　数 穂　長 藁　璽 粗　重
（Cm） （本） （Cm） （本、 （C㎜）　　（本） （C㎜） （9） （9）

A 46．6 14 68．7 14 49．0 11 16．2 14．9 ユ0．5

B 47．0 14 72．3 15 55．0 王6 16．8 20．6 16．0

C 45．6 ユ8 74．3 19 55．3 ユ7 工7．3 22．7 〕6．3

D 49．0 14 79．7 工4 69．5 ユ4 17．3 21．8 18．O

E 4？．0 12 70．7 12 63．7 13 16．0 18．4 14．7

F 47．0 20 69．0 工6 56．6 】6 15．5 24呵1 i2．9

G 52．6 21 84．3 17 82．7 17 二8．O 26．1 ユ9．9

〔備考〕

　（1）第1回生育調査は7月25日。

　（2）第2回生育調査は9月19目。

　（3）牧量調査は10月g日。

　（4）B及びF区に鎮虫の被審あり。

　（口）圃　場試験

　本校（益田）研究圃場に於て第3表の如き設計により、水稻に対するアンモ昌ヤ水分施試

験をした（昭和25年）

第3表　　圃場試験施肥設計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔備考〕

＼

区＼ 施用法 基肥 第1回遣肥第2回遺肥
N反当貫） （同左） （同左）

A 無肥料 ｝ 一 】

B 混　　合 3 ・ 一

C 〃 2 ユ
一

D 〃 1 1 1

E 表面撤布 3 一　・

一

F 〃 2 1 一

（｝ 〃 ユ 1 1

（1）アンモ昌ヤ水は約1％のものを用いた・
（2）土壌はP正［6．2噛N　O．296を合む埴壌土で

　　あつた。
（3）　1区は3埆三よリなる◎

（4）水稻品種は農林23号。
（5）植付1コ3本植で株間20c㎜×20c：m喝6月19
　　目、　堪定霧茎は10月20日o

（6）共通肥料としては無肥料区を除きすべて
　　の区に過燐酸石友及ぴ輸入加里箆を反当
　　リ燐酸曳加里夫々2貫の割合で基肥に用い
　　た。

（7）第1固退肥は7月20目池第2回遣肥は8月10
　　目施用⑰

（8）混含とは施肥後表土を混合し冷表面撤布
　　とは表土に撤布しただけのものである。
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以上の緒果は第4表の如くである。

第4表 圃場試験調査蔵績

第1向生育調査　　　　第2回生育調査 牧　　量　　調　　査
㌦）㍉茎、刺致 草　丈茎　数

（Cm，　　r本） 程長茎数穂長棄重粗重（cm）　　（本）　　（cm）　l1株等g）（1株当g）

A 54．5 14 83．6 15 73．0 I6 19．7 28．5 30．9

B 56．5 18 93．3 19 80．0 19 20．1 36．2 36．8

C 62．0 20 90．3 21 80．9 21 19．5 38．7 36，2

D 58．5 15 93．5 16 80．5 2つ 20．2 38．3 38．工

E 58．5 17 85．2 17 70．7 18 19．3 36．5 31．9

F 55．O 15 86．3 15 73．2 i6 工9．3 32．2 29．4

（壬 59．5 〕9 93．5 19 82．1 19 2つ．3 35．1 38．4

〔傭考〕

（1）第工固生育調査は7月25日。

ぐ2）第2回生育調査は9月19目。

（3）吹量調査は10月g日。

（4）C，F区には第咽遣肥後薬害を生じた。

（琴）適軍試験

本校（松江）研究圃場に於て第5表の如き設計により、水稻に対するアンモ；ヤ水適量試験

を行つた。（昭和26年）

第5表　　適量試験施肥設書十

＼ 施肥量
区名＼

基　随 第1回遣肥 第2回追肥

A 無肥料 一‘ 一． 一

B 1 0．5 0句3 0．2

C 2 1．0 0．5 0．5

D 3 1．O 1．0 1．O

E 4 2．0 1．0 1．O

F 5 2．O 2．O 〕．0

（妥 6 2．O 2邊O 2．O

〔備考〕

（1）数宇ばすべて反当窒素量を貫で表す。

（2）アン・モニア水は約1％のものを用いた。

（3）］区は3坪よリなる。

（4）水稻品種は農林22号、

（5）植付は3本植克株間20cm×20cm喝6月25

　　日池牧穫はlO月21目。

（6）共逓肥料としては無肥料区を除きすべて

　　の区に過隣酸石瓜輸入加里塩を反当隣
　　酸加堅夫々3貫の割合で基肥に用いた。

　　遺肥は第1回7月28目、第2回8月14目施用。

以上の緒果は第6表の如くである。
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第6表 適量試験一調査蔵艦

＼ 生育調査 ，牧　　量　　調　　査
区名＼ 草　丈1塾　数

（Cm）　　（本）
程　長　塾　数 穂　長
（研n）　　（奉）

藁　重 粗　重
（㎝1） 11株当91 （1株当9、

一A 91．3 工0 74．3 10 20．6 20．6 20．1

B
94．5’ 11 80．6 11 20．7 27．0 23．4

C 98．0 12 84．5 12 20．6 32．2 26．2

D 99．1 ユ3 86．5 〕2 20．4 30．2 28．3

E 98．7 13 85二8 13 19．5 ’31．5 26．1

F 96．5 13 81．8 13 2◎、0 28．5 26．1

G 96．7 12 83．1 13 2コ。2 32．6 27．6

’’弗一』＾、〔備考〕

　（1）生育調査は9月H日。

　ρ）収量調査は10月21目1。

（3）L（壬区に薬害を生ず。

　　　　　　　　　　　　　　　　斑　考　　　　嚢

　（1）植木鉢によるアンモニヤ水分施試験は前年度の試験結果より考えて1鉢当り窒素α8g及

びO・6gの2種類に就て試験を行つた・生育調査の結果より、基肥にアンモニャ水を余り多く施

用しても生育は良好でないと思われる。

　牧量調査の結果より3回分施の場合が生育良好な様である。但し、更に分施の圓数を多くし

た場合も検討してみる必要がある。

　（2）アンモ干ヤ水はその性質より揮散し易いもの故施肥後直ちに表土と混合すれば幾分なり

とも揮散を防ぐことが出来ると考ち圃場に於けるアンモニャ水分斑試験は、施肥後表土に混

合せるもの及びただ奉面に撤布せるものρ2種類を行つた、更にこの2種類に就き反当窒素3

貫を基肥のみに用いた場合・2回分狐3回分施の比較試験を行つた。

　その緒果混合・表面撒布による差異は無かつたが滴3回分施の場合が良好のようである。

　調査の緒粟を総合して考えると2回分施する場合にぽ遣肥の時期を究明する必要があると思一

われるが・分施の回数を1塘す方が水稻の生育が艮好な様である。

　（3）圃場に於けるア！モニヤ水適量試験は反当窒素1貫～6貫の6区を取り、分施試験り結

果より考え、3回分施した。

　その生育調査の結果は3貫区が最良であザ牧量調査の結果、稗長、籾重は3貫区が最良で

あつた・茎数、穂長・藁重に関しては大した相違はない。

　（4）以上分施試験及び適量試験を通じて、アンモ三ヤ水を水稻に施す場合には反当窒素3貫
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位を3回分施すれば施肥効果、労力等を考えて最も適当と思われる。但しその施肥時期に関し

ては將来の研究に待たなければならない。

皿．要　　　　絢

　（1）アンモニャ水を肥料として用いる場合揮散、藥害、労力等の講点を考えれぱ数回に分施

するのが適当であると考え、植木鉢及び圃場試験によりこれを橡討した。

　その結果は3回分施が良好の様である。

（2）アンモニャ水を肥料として用いる場合の適当な施肥量を検するため圃場に於て窒素反当

1貫～6貫の6区により試験をした。

　その緒果は反当窒素3貫梱当量位1が適当であると思われる。

（3）以上の結果より、水稻に対してアンモニヤ水を施用する場合には反当窒素3貫位を3回

に分施するのが適当であると考えられる。
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